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りの赤ち ゃんを抱 く山本さん。新 しい命が、優 しさの輪を広げる (高松市の 「ぼ っこ助産院」で)

R

ツ
ト

(第 二 租 郵 便 物 認 可 )

日なたぼっこ気分で、寄り添う場にしたくて

高松で全国初の施設を運営0山本さん

助
産
院
に
結
ぶ
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奔
護
の
場
併
設
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し
か
し
、

採
算
度
外
視
の
試
み

に
融
資
す
る
銀
行
は
な
か
っ
た
。

「私
た
ち
の
夢
を
、　

一
ロ
ー
０
０

万
円
で
買
っ
て
下
さ
い
」
。

知
人

を

一
人
ひ
と
り
説
得
し
た
。

５７
人

が
賛
同
。
３
か
月
で
１
億
円
余
り

を
集
め
、

開
設
に
こ
ぎ
着
け
た
。

こ
れ
ま
で
に
４
人
が
生
ま
れ
、

三
つ
の
新
し
い
命
が
、

近
く
誕
生

す
る
。

真
鍋
さ
ん
は
言
う
。

「
命

の
誕
生

っ
て
、

す
む
い
。

私
ら
が

ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
、

か
な
わ

な
い
パ
ワ
ー
が
あ
る
」

大
家
族
の
絆

『
ぼ

っ
こ
％
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
　
　
マ
、

ぼ
く
も
が
ん
ば
る
か
ら
ね
」
。

　
　
　
通
っ
て
く
る
高
齢
者
は
毎
日
３

た
名
の
助
産
院
が
高
松
市
に
あ

　

母
は
思
っ
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
に

　

～
４
人
。

山
本
さ
ん
の
夫
隆
夫
さ

る
。

同
市
南
部
の
春
日
町
。

五
つ
　

な
っ
た
の
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
（６２
）＝
写
真
下
＝
は
、

主
に
お

の
出
産
室
に
、

お
年
寄
り
の
通
所

　

　

数
日
後
の
こ
と
。

通
所
す
る
８０

　

年
寄
り
の
介
護
を
手
伝
う
。

大
手

を
持
つ
約
４０
人
が
働
く
。
　

‘　
　
　
っ
た
。

「認
知
症
の
妻
が
こ
ん
な
優

　

　

））
」
で
働
く
約
４０
人
は
大
半
が

取
材
に
出
向
く
と
、

代
表
で
助

　

し
い
表
情
を
見
せ
た
の
は
久
し
ぶ

　

手
弁
当
だ
。

山
本
さ
ん
は
語
る
。

産
師
の
山
本
文
子
さ
ん
（６２
）が
案

　

り
」。
夫
の
ほ
お
を
涙
が
伝

っ
た
。

　
　
　
Λ
支
え
合
う
人
が
増
え
れ
ば
、

山
本
さ
ん
が
こ
ん
な
話
を
し
て
　

　

約
３０
年
に
わ
た
り
、

高
松
や
岡

　

赤
ち

ゃ
ん
。

そ
の
周
り
で
お
年
寄

く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
な
ど
の
病
院
で
助
産
師
を
続
け

　

り
が
温
か
な
ま
な

ど
も
を
向
け

３
月
下
旬
、

３０
歳
代
の
母
親
が

　

て
き
た
山
本
さ
ん
。

「
新
し
い
夕

　

る
。

人
と
人
の
強
い
絆
―
―
。

こ

こ
の
助
産
院
で
二
男
を
産
ん
だ
。

　
　
イ
プ
の
助
産
院
を
」
―
―

長
年
の

　

の
助
産
院
に
は
、

昔
懐
か
し
い
大

そ
の
時
、

陣
痛
で
苦
し
む
母
の
様
　
　
″夢

〃
を
か
な
え
よ
う
と
、
２
年

　

家
族
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

心
の
つ

子
を
、
２
歳
の
長
男
が
父
と

一
緒

　

一副
、

知
り
合
い
の
看
護
師
真
鍋
由

　

な
が
り
の
大
切
さ
を
訴
え
る
記
事

に
見
守

っ
た
。

長
男
は
母
の
手
を

　

紀
子
さ
ん
（６２
）＝
写
真
上
＝
と
立

　

を
、書

き
続
け
た
い
。

握
り
締
め
、

大
声
を
土
げ
た
ｃ

一
マ
　

ち
上
が

っ
た
ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（杉
目
真
書
）

がわ


